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■ 免
めんせき

責事
じ

項
こう

について

• 地震および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意ま
たは過失、誤用、その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切
責任を負いません。
• 本製品の使用または使用不能から生じた損害、逸失利益、および第三者からのいかなる
請求などについて、当社は一切責任を負いません。
• 取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、当社は一切責任を負
いません。
• 当社が関与しない接続機器、ソフトウェアとの組み合わせによる誤作動などから生じた
損害に関して、当社は一切責任を負いません。

■ 用途限定

本製品は、人の生命に直接かかわる装置 *1 や人の安全に関与し公共の機能維持に重大な影
響を及ぼす装置 *2 などの制御に使用するよう設計・製造されたものではないため、それら
の用途には使用しないでください。
*1： 人の生命に直接関わる装置とは、次のものをさします。

• 生命維持装置や手術室用器具などの医療機器
• 有毒ガスなどの排ガス、排煙装置
• 消防法、建築基準法などの各種法令により設置が義務づけられている装置
• 上記に準ずる装置

*2： 人の安全に関与し公共の機能維持に重大な影響を及ぼす装置とは、次のものをさし
ます。
•  航空、鉄道、道路、海運などの交通管制装置
•  原子力発電所などの装置
•  上記に準ずる装置

■ Trademarks

本書に記載されている製品名は、一般に各社の商標また登録商標です。本書では TM、®、©な
どのマークは記載していません。
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無線通信の電波に関するご注意
 ●本製品は、技術基準適合証明を受けています。

本製品の無線通信で使用する周波数帯では、電子レンジなどの産業・化学・医療用機器の
ほか工場の製造ラインなどで使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無
線局）及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）ならびにアマチュア無線局（免許
を要する無線局）が運用されています。

1） 本製品の無線通信を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電
力無線局ならびにアマチュア無線局が運用されていないことを確認してください。

2） 万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生し
た場合には、すみやかに使用周波数を変更するか、または、電波の発射を停止したうえ、
混信回避のための処置についてご契約された事業者にご相談ください。

3） その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に対
して有害な電波干渉の事例が発生した場合など、何かお困りのことが起きた際は、ご
契約された事業者にお問い合わせください。

次の記載は、本製品の IEEE802.11b/g/n 無線通信に関する「2.4GHz 帯の使用・変調方式・
想定干渉距離・周波数変更の可否」を表します。

（表示） （表示の意味）

2.4 2.4GHz 帯を使用する無線設備を表します。

DS/OF 変調方式としてDS-SS方式およびOFDM方式を採用
しています。

4 想定干渉距離が40m以下を表します。

■■■ 全帯域を使用し、かつ、移動体識別装置の帯域を回避
可能であることを表します。





1919

無線LANのセキュリティに関するご注意

無線 LANでは、LANケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコン等と無線アクセ
スポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN接続が可能で
あるという利点があります。
その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁等）を越えてすべての場所に届くため、セキュ
リティに関する設定を行っていない場合、以下のような問題が発生する可能性があります。

 ●通信内容を盗み見られる
 悪意のある第三者が、電波を故意に傍受し、

• ID やパスワードまたはクレジットカード番号等の個人情報
• メールの内容

 などの通信内容を盗み見られる可能性があります。

 ●不正に侵入される
 悪意のある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、

• 個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩）
• 特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし）
• 傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん）
• コンピュータウィルスなどを流してデータやシステムを破壊する（破壊）

 などの行為をされてしまう可能性があります。

本来、無線 LANカードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュリティ
の仕組みを持っていますので、無線 LAN製品のセキュリティに関する設定を行って製品を使用
することで、その問題が発生する可能性が少なくなります。

セキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を十分に理解したうえで、お客様自身の判
断と責任においてセキュリティに関する設定を行い、本製品を使用することをお奨めします。
本製品の工場出荷状態ではWPA2-PSKのセキュリティが設定されています。
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• 電波障害自主規制について

この装置は、クラスB機器です。この装置は、住宅環境で使用することを目的としていま
すが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起
こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 VCCI-B

• 仕様について

本製品の仕様は、日本国内向けです。
AC100V以外では使用しないでください。
また、本製品は屋内専用です。

• 取り扱いについて

本製品は、特別管理産業廃棄物に該当します。本製品を廃棄するときは、地方自治体の条例
または規則に従って処理してください。詳しくは、各地方自治体にお問い合わせください。

本製品は、「外国為替法及び外国貿易法」に基づく輸出規制品に該当するため、日本国外へ
の輸出に関しては法人・個人を問わず経済産業大臣の許可が必要です。
さらに本製品には、米国輸出管理規制の規制を受けた製品が組み込まれており、米国政府
の許可もあわせて必要になります。

本製品は、国外（海外）では使用できません。日本以外の規格に適合しておらず、使用す
る地域の法令・規格に違反する可能性があります。
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GPL・LGPLについて
本製品に格納されているプログラムには、GNU General Public License（GPL）（または
GNU Lesser Public License（LGPL））にもとづきライセンスされるソフトウェアが含まれ
ています。
本製品に格納されているプログラムで上記ライセンスが適用されるオープンソースソフトウェア
のソースコードはご要望に応じて媒体提供いたします。ただし下記の点をあらかじめご了承くだ
さい。
• ソースコードの内容などについてのご質問には一切お答えできません。
• 提供されたソースコードにより作成されるプログラムについては一切の保証をいたしません。
• 媒体提供の際には別途実費を申し受ける場合があります。
• ソースコードの提供期間は本製品の生産打ち切り後、概ね3年とさせていただきます。

媒体提供をご希望される場合は、「BFW6022-BAL」の媒体提供である旨を明記の上、下記ま
でお問合せください。

gpl-1908@info.sei.co.jp
株式会社ブロードネットマックス
GPL関連窓口
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